
蠣
組　糠

鈷

t
`

臥
一
ぜ
ズ
賢

」
一

}

L
義

ト
仁

}
し
.
一
・

論
調

叢

交
通

税

の
捕
捉
す

べ
き
給
付
能
力

支

那
の
古
典
に
見

に
れ
た
・
肚
會

政
策

・

経
済
道
と
脛
濟
術

小
作

制

と
小
作
法

暗

愚
醐

支
那

の
改
造

と
國
際
管

理

戸
歎

割
を
論
ず

・

物

偵
問
題
私
論

・

肌脱

苑

ジ

コ
ン
・
ロ
ッ
ク

の
私

有

蹴惟
論
…

雑

録

脛
濟
學
の
革
命

・

大
學
生
の

一
年
間
の
學
費

・

法
學
博
士

法
學
博
士

法

翠

玉

法
學
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

渋
墨
博
士
.

経
済
學
+
.

渋
墨
博
士

縄
濟
學
士

面

戸

正

雄

田

島

錦

治

作

田

荘

一

河

田

嗣

郎

末

廣

重

雄

小

川

郷

太

郎

山

本

美

越

乃

岩

城

忠

一

河

上

肇

藤

野

靖

～_



経

濟

道

ε
経

済

術

(五

)

作

田

一

五

、

普

遍
.

道

徳
.

其

二

渣
徳
上
の
劃
定

人

々
は
善
概
喧
を
實
現
せ
ん
が
爲
め
に
種
々
の
我
性
の
下
に
種

々
の
意
志
獲
動
を
試
む
る
。
然
ら
ば
如
何
な

る

.

我
性
及
び
意
志
が
果

し
て
善
な
り
ご
劃
定
さ
れ
得
る
か
。
■此
問
題
を
解
か
ん
ε
す
.る
に
は
當
然
に
善
ε
は
何
ぞ
や

巴
云
ふ
根
本
問
題
に
鯛
れ
て
凍
る
が
、
今
、
斯
か
る
最
高
の
哲
學
問
題
に
立
入
る
こ
ε
は
徒
ら
に
問
題
を
紛
糾
せ
し

む
る
結
果
ε
も
な
り
又
余

の
身
際
ε
し
て
は
遠
慮
し
て
置
き
た

い
。
藪

で
は
簡
隼
に
、
善

ご
は
我
等
の
生
活
中
、

意
志
實
現
の
方
面
に
捨
て
我
.等
が
擦

る
所
の
儂
値
制
定
の
標
準
で
あ
る
ε
云
ふ
に
止
め
た

い
。

如
何
な
る
心
意
が
善
で
あ
b
又
は
悪

で
あ
る
か
の
問
題
に
謝
し
て
は
是
ま
で
二
様

の
答
案
が
あ
る
。
其

一
は
善

を
正
慣
値

ε
怨
し
悪
を
反
償
値

ご
見
る
も
の
で
あ
り
、
其
二
は
善
の
み
を
償
値

ご
見
て
悪
は
善

の
缺
乏
な
b
ε
見

る
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
此

の
後
者
に
與
み
す

る
。
吾
人
は
要
約
し
て
下
の
如
く
官
ふ
。
発

き
に
擧
げ
た
る
泄
徳

的
割
定
の
劃
象
に
凡
て
善
で
あ
る
が
、
唯
だ
書
債
値

の
階
段
に
於
て
優
劣
の
差
別
が
め
る
の
み
ε
。
以
下
百
八
は

然
る
所
以
を
道
徳
心
の
獲
蓮
に
由

っ
て
説
明
七
よ
う
ε
思
ふ
。

.「
論

叢

経
済
濫
ミ
経
済
術
(五
)

r

第
十
五
巻

〔第
二
醗

四
五
)

一
九
五

9



/

■論

叢

維
弼
W皿遣
こ
讐

撮
隅
(五
)

第
十
五
巻

(第
二
號

瓜
H占ハ)

「
九
山や

1

道
徳
心
の
獲
達
階
段
。

蜜

ε
内
省
の
矛
盾
に
噛
む
者
は
盤
肉
合
致
の
第
三
王
国
に
赴

い
て
此

の
苦
患

よ
り
騰
れ
ん
こ
ご
を
希
求
す

る
。
.
.
.

さ
れ
ご
精
密
に
謂

へ
ば
、
我
等
は
璽
肉
の
矛
盾
に
苦
し
む
以
前
に
於
て
先
づ
蜜
肉
未

分
の
第

}
.王
国
に
住

み
、
終
に

竪
肉
融
合

の
第
四
王
国
に
向

ふ
の
で
あ
っ
て
、
.其
間

に
矛
盾

せ
る
二
つ
の
王
国
が
我
等
の
生
活

に
於
て
最
も
長

い

期
間
を
占

め
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
痛
ま
し
き
矛
盾
は
輩
に
盤

ご
肉

ε
の
対
立

に
恨
ら
な
い
で
、

一
切
の
生

活
方
面
に
於
て
到

る
所

に
難
透
の
矛
盾
關
が
横
は

つ
て
居
る
。
此

の
難
所
に
面
し
て
我
等
の
執
る

べ
き
態
度
は
、

勿
論
、
二
元
未
分
以
前
の
第

一
王
國
に
踵
を
返

へ
す

の
で
は
な
く
、
叉
其
は
第
二
及
び
第
三
王
国
の
折
衷
若
く
は

調
和
で
さ

へ
も
あ
り
得
な
い
。
歪
な
斯
か
る
二
重
国
籍
を
脱
し
て
新
た
に
第
四
の
王
を
仰

い
で
之
に
仕

へ
、
真
玉

の
権
威

に
依

っ
て
始

め
て
前
二
王
國
の
命
令
の
矛
盾
を
解
決
す

る
こ
`
が
出
來
得
る
。
第
四
王
国
の
命
令
は
前
二

王
國
の
其
を
超
越
す
る
が
而
か
も
超
絶
し
な

い
、
叉
其
ε
並
立
し
な

い
が
而

か
も
共
を
包
容
す

る
。
包
容
し
且
つ

も

ヤ

リ

ら

も
　

超
越
す
る
所
の
超
容
の
態
度
の
み
が
矛
盾
解
決
の
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

先
き
に
述

べ
た
る
我
性
及
び
意
志
の
蛮
達
に
於
て
も
明
か
に
四

つ
の
王
国
の
攣
遷
を
見
る
。
第

一
王
國
は
凋
我

性
、
原
我
性
、
衝
動
力
及
び
生
存
窺
を
牧
む
る
所

の
二
元
未
分
以
前

の
世
界
で
あ
る
。
真
庭

に
は
蜜
肉
の
矛
盾
も

な
く
勢
働
ε
遊
戯

ε
の
匠
別
も
な
く
帝
徳
を
無
視
し
て
鼓
腹
撃
壊
す

る
。
二
元
の
分
立
が
始
ま

っ
て
其

一
が
先
づ

主
ご
な
り
て
主
我
性
、
欲
我
性
、
願
望
力
及
び
幸
輻
観
を
股
む

る
第

二
王
国
の
時
代
に
入
る
。
然
る
に
其

一
元
が

』

9



、

』

専
横
を
極
む
る
に
及
ん
で
他
の

一
元
が
反
動
し
て
立
ら
、
渡
我
性
、
純
我
性
、
示
命
力
及
び
安
立
親
を
牧
む
る
第

三
王
国
の
時
代
に
移
る
。
然
る
に
反
動
革
命

の
時
代
は
永
続
す

る
能
は
す
し
て
、
最
後
に
全
我
性
、
統
裁
性
、
畳

.

動
力
及
び
造
化
親
を
牧
む
る
二
元
融
合

の
第
四
王
国
に
到
達
す

る
。
斯

の
如
く
我
性
及
び
意
志
を
包
含
す
る
道
徳

心
は
四

つ
の
階
段
を
践
ん
で
順
序

に
獲
達
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
々
最
低
級
、
次
低
級
、
次
高
級
及
び
最
高
級

.

の
地
位
を
占

む
る
の
で
あ
る
。
尤
も
斯
の
如
き
は
軍
に
道
徳
心
襲
蓮

の
模
型
を
示
し
た
る
に
止
ま
る
ひ
實
際

に
は

我
等
が
我
性
及
び
意
志
の
各
階
段
の
問
を
往
復
し
低
徊
し
或
は
堕
落
す

る
こ
ε
さ
.へ
あ
る
。
文
理
實
の
行
爲

に
於

て
各
階
段
に
於
け
る
我
性
及
び
意
志
が
順
序

の
如
く
相
伴

ふ
ご
は
限
ら
な

い
で
、
彼
此
が
齟
齬

し
跛
行
す
る
場
合

も
少
く
な
い
し
、
殊
に
中
間
の
二
階
段

に
於
て
其
が
著
し
い
。

さ
.れ
ざ
其
筈

の
故
を
以
て
上
述
せ
る
道
徳
心
の
獲

達
観
は
少
し
も
妨
げ
ら

る
.、
こ
ε
は
な

い
。

へ

り
リ

更

に
又
見
地
を
攣

へ
て
観
察
す
れ
ば
、
最
低
級
及
び
最
高
級
は
孰
れ
も
絶
対
の
世
界
で
あ
っ
て
、
真
庭

に
は
此

ヤ

ヤ

へ

の
二
王
國
を
覆
さ
ん
ε
す

る
何
等
の
反
封
勢
力
も
な

い
。
さ
れ
ご
最
低
級
は
二
元
未
分
の
原
始
的
絶
射
界
に
過
ぎ
.

ヤ

へ

な
い
で
、
早
晩
、
其
か
ら
相
射
界
に
開
展
し
行
く

べ
き
運
命
を
有
す

る
。
之

に
反
し
最
高
級
鳳
二
元
融
合
の
究
竟

へ
　

モ

的

縄
謝
界

で
あ

っ
て
、
結

局
は
其
威

に
相

劃
界
を
牧

溶
す

る
地

位

に
立

っ
て
居

る
。

種
子

が
果
實

ご
同
様

な

る
如

.

く
、
小
見

の
無

邪
氣
が
聖
者

の
神
性

に
讐

へ
ら

る

＼
如

べ
、
最
低
級

ざ
最
高
級

に
は
相

通
す

る
.黙

が
あ
る
が
、
其

は

孰
れ
も
絶
対
性
を
有
す

る

が
故

で
あ
る
。

さ
れ
ご
前

者

は
未
腰

の
中

で
あ

り
、
基
調

で
あ
り
原
型

で
あ

る
が
.、
.
.
後

論

叢

経
済
道
ミ
経
済
術
(五
)
.

第
+
五
巻

〔第
二
號

・
四
七
)

[九
七

.

■

.ユ.



〆

論

叢

経
済
溢
£
経
済
術
へ五
　

第
十
五
巻

〔第
二
號

四
八
V

一九
八

者

は
已
獲

の
中

で
あ
b
、
極

認
で
あ

り
完
成

で
あ

る
。

此

の
始
端
ε
終

極

ε
の
間

に
立

つ
次
低
級
及

び
次
高
級

は

孰

れ
も
相
対

の
世
界

で
あ

る
。
前
者

の
我
性
及

ぴ
意
志

は
後

者

の
其
筈
を
豫
足

し

て
立
ち
、
後
者

の
其
筈

は
前

者

も

　

も

の
其
筈
に
反
抗
し
て
立

つ
。
而
し
て
前
者
は
内
を
其
ま

、
に
差
置

い
て
外

に
張
ら
ん
こ
す
る
開
展
的
相
対
性
を
有

も

ち

や

し
、
後
者
は
外
を
打
捨
て

、
内

に
充
ち
ん
`
す
る
反
動
的
相
対
性
を
有
す

る
。
中
間
の
二
階
段
は
此
の
相
対
性
に

由

っ
て

↓
が
他
を
馨
る
る
鯨
俗
な
く
、
互

に
相
畢
ひ
矛
盾
を
生
す
る
の
で
あ
る
9

斯
の
如
一
要
す
る
に
我
等

の
道
徳
心
は
、
先
づ
源
始
駒
組
射
界
に
住
み
、
次
に
開
展
的
相
射
界
に
進
み
、
更

に

も

つ

も

で

反
動
的
相
蜀
界
に
移
り
、
終

に
究
・覚
的
絶
射
界
に
遽
し
、
起
承
轄
結
の
順
路

ピ
意
味
ε
を
以
て
獲
達
す
る
。
今
、

通
賢

に
便
な
ら
し
む
る
爲
め
に
之
を
圖
表
に
示
せ
ば
左
の
通
り
に
な

る
。

我

性

猶
展
の
階
段

最
低
級

次
低
級

次
高
級

最
高
級

我
性
の
本
位

縄
飛
性

主
我
性

没
我
性

全
我
慢

我
性
の
實
貿
.

原
我
性

欲
我
性

純
我
性

統
裁
性

ー

ノ
.

形
式

意

士
」い

臆

意

力
.
臆

郁
志
向

衝
動
力

願
里
方

示
命
力

畳
動
力

/

＼

＼

＼

/

'
「
.

内
容

"生
存
窺

幸
幅
観

安
立
観

造
化
親

.＼

.

㌦

嶺
蓬
上
の
地
位

原
始
的
絶
対

開
展
的
相
封

反
動
的
相
勤

究
竟
駒
組
封

e

9



.

、ロ
.
.各

獲
蓮
階
段
に
封
.ず
る
贋
値
判
定
づ
.
.、・
.

、、道
徳
心
を
.形
成
す
る
我
性
及
び
意
志
が
上
述
せ
る
所

の
階
段
を
疎
ん
じ
獲
.達
す

る
.ご
云
ぷ
こ
.ご
は
争
ひ
難
き
事

實
亙
あ
る
。
.吾
人
は
此
の
事
實
じ
謝
し
且

つ
此
の
事
實
に
基

い
て
道
徳
的
劃
定
を
加

へ
ん
ε
す

る
。
勿
論
、有
無
の

事
實
、か
「転
可
否
の
是
當
問
題
を
.決
す

る
.こ
・ξ
は
出
水
な
い
。
藪
.に
夢
魔
.に
基
く
言
言
ふ
は
冷
次
の
意
味
で
あ
る
。
.
.

善
悪
⑳
判
定
を
受
く
る
樹
象
に
は
根
本
的
に
出
所
を
異
に
し
左
右
に
対
立
し
て
相
融
通
す

る
こ
ε
な
き
二
元
の
我

性
及
、ぴ
意
志
な
る
も
の
は
存
.在
し
な

い
。
否
寧
ろ
道
徳
的
封
象
は

一
貫
の
理
路
を
陵

ん
で
.、
旨必
然
に
始
ま
る
べ
き

腱

か
む
終

る

べ
き
所

に
、獲
達
し
行
玄
。
此
の
「
獲
蓮
」
ε
云
ふ
事
實
に
・封
じ
て
は
、
或
幽
階
段
を
善
な
し
.ε
な
し
、
或

他

の
階
段
を
愚
な
吃

ご
な
し
正
反
の
償
櫨
判
定
を
な
す

こ
ε
は
許
さ
@
な
い
。
、た

`

へ
ば
人
に
就
て
人
格
を
魯
貢

す
.都
ξ
云
ぷ
ε
、き
は
其
が
児
童
陀
り
少
年
起
り
壮
年
た
る
獲
達

の
暗
部
跳
の
問

に
償
値
を
異
に
せ
ざ
る
が
如
き
で
あ

幾
。
.慣
値
制
定
.の
立
場
ぽ
存
在
認
明
の
立
場

ε
全
↑
別
で
あ
る
が
、
如
何
に
債
値
制
定
を
な
す
か
に
就

て
は
制
定

魯
受
も
る
事
實
の
特
色
が
乳
定
に
影
響
を
與

ふ
δ
の
で
あ
る
。
.此
の
意
味
に
於
て
吾
人
は
道
徳
心
の
各
獲
達
階
段

に
勤
し
凡
て
之
を
善
な
傷
葛
.制
定
し
、
而
し
て
各
階
段
に
相
慮
し
て
最
低
善
、
次
低
善
、
.次
高
善
、
.及
び
最
高
善

の
階
級
的
差
別
を
仕
ぐ
む
の
で
め
る
。
以
下
俗
ほ
各
階
段
に
亘

っ
て
.説
明
し
て
見
な
い
。

「

、

、則

、.最
低
級
に
列
す

る
凋
我
性
,
原
我
性
、
衝
動
力
及
び
生
存
観

の
評
債
に
就

て
は
從
來
の
諸
説
は
頗
る
曖
昧
で
あ
、

っ
で
動
中

に
ば
是
等
を
以

て
善
悪
の
斜
走
に
堪
氏
ざ
る
無
記
の
も
の
ε
見
る
見
解
も
少
な
く
な

い
.
愚
れ
ご
是
等

論

叢

、雛
濟
溢
ご
縄
濟
術
(五
)

第
十
五
巻

(第
二
號

四
九
)

一
九
九

」

,



、

論

磯

脛
濟
濫
ミ
経
済
術
(五
)

第
十
五
巻

(第
二
號

五
〇
)

二
〇
〇

の
行
動
が
軍
純
な
る
自
然
的
機
械
的
の
現
象
で
な
く

一
.種
の
人
格
の
表
現
で
あ
る
以
上
は
、
.無
配
の
も
の
ご
し
て

全
く
黙
殺
す

る
は
不
當
で
あ
る
つ
術
ほ
實
糺肌
會
に
於
て
は
猫
我
的
行
燈
や
衝
動
的
行
爲
が
他
種

の
行
爲
ε
並

び
存

す
る
ビ
き
世
人
は
之
に
道
徳
的
批
判
を
加

へ
、
刑
法
の
如
き
も
斯
か
る
行
爲
に
干
渉
し
、
叉
生
存
権
の
主
張
の
如

き
は
生
存
観
が
道
徳
論

ε
し
て
相
當
の
意
義
を
有
す

る
こ
ε
を
示
し
て
居
る
。
此
の
甦
よ
b
見

て
も
最
低
級
の
我

性
及
び
意
志

ε
錐
も
之
を
渣
徳
上
の
判
定
に
及
ぽ
さ
頗
ご
云

ふ
こ
ビ
は
許
さ
れ
得
な

い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の

塒
代
及
び
意
志
は
善

か
悪
か
ご
云
ふ
に
吾
人
は
躊
躇
な
一
善
な
り
巴
判
定
す
る
。
若
し
之
を
悪

`
見
る
な
ら
ば
小

鬼
や
貧
民
は
概
し
て
悪
人

ε
な

る
べ
く
、
人
生
は
罪
悪
か
ら
出
獲
し
祉
會
の
多
敷
者
は
罪
悪
を
犯

さ
ん
が
爲
め
に

生
き
て
居

る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
の
。
性
悪
説
や
原
罪
説
は
倫
理
學
説
ピ
し
て
は
善
の
獲
生
を
説
明
す

る
こ
ε
が

出
來
な
い
。
此
邊
の
問
題
は
深
遠
な
る
意
味
を
含

ん
で
居

る
か
ら
輕
々
し
く
取
扱
ふ
こ
ビ
を
許
さ
れ
な
い
が
、
悪

の
起
源
を
説
明
し
得
な
い
も
の
よ
り
も
善
の
起
源
を
説
明
し
得
な

い
も
の
が
道
徳
論

ε
し
て
は

↓
暦
不
完
全
な

る

こ
ε
は
疑
な

い
`
思
ふ
。

従
来
の
多
数
の
倫
理
學
者
は
次
低
級

に
止
ま
る
主
我
性
、
若
ぐ
は
利
己
.心
、
願
望
力
、
幸
輻
観
、
(快
樂
説

ε
し

、

て
の
幸
幅
親
〕を
否
定
し
て
、
次
高
級
「に
列
.す

る
没
我
性
(若
く
は
利
他
.心
)、
示
命
力
」
.人
格
観
を
以
て
最
高
善
ご

な
し
中

に
は
是
等

の
み
を
も
逼
徳
約
.贋
雄
あ
瀕
ε
見
る
や
う
で
め
る
。
尤
も
超
箇
人
我
こ
し
て
全
我
を
認

め
西
内

活
動
観
叉
は
自
我
實
現
説

に
於
て
創
造
観
を
探
る
見
解
も
少
く
な

い
が
、
第
四
段

の
最
高
級

ε
し
て
第
三
段

よ
り

●



も
異
れ
る

一
定
の
我
性
及
び
意
志
を
明
示

せ
る
見
解
は
普
通
の
倫
.理
學
書
に
は
未
だ
見
當
ら
な

い
.や
・・2
で
あ

る
。

吾
人
は
此
の
最
高
級

に
達
せ
る
道
徳
.勘
た
る
登
載
性
、
統
裁
性
、
畳
動
力
及
び
造
化
観
を
以
て
最
高
善
な
り

ε
断

定
す

る
。
是
等
は
究
竟
的
絶
劃
性
を
有
し
道
徳
心
の
極
調
で
あ
り
完
成
で
め
る
か
ら
少
し
も
善

の
缺
乏
が
な

い
。

無
缺

の
善
の
み
が
善
で
あ
る
ご
見

る
な
ら
ば
如
.上

の
我
性
及
び
意
志
が
唯

一
の
善
ζ
な
る
。
然
ら
ば
何
に
由

っ
て

ヤ

へ

　

斯
の
最
高
善
を
立

つ
る
か
ε
質

さ
る

・
な
ら
ば
吾
人
は
唯
だ
次
の
如
く
答

ふ
る
外
は
な

い
。
道
徳
論

の
範
圃

に
於

て
は
、
吾
人
が
第
四
段

の
我
性
及
び
意
志

に
思
ひ
到
る
ざ
き
、
吾
人
は
其
を
以
て
行
動
す
れ
ば
善
償
値

の
實
現
に

於
て
何
の
峡
ぐ
る
所
な
し
ご
信
じ
て
満
足
す

る
か
ら
で
あ
る
。

若
し
我
等
が
最
低
級
の
道
徳
心
よ
り

一
躍
し
て
最
高
級
の
其

に
到
達
し
得

る
な
ら
ば
、
複
雑
繁
墳
な
る
多
く
の

-
道
徳
諭
は
凡
て
無
用
に
締
す
る
で
あ
ら
ふ
。
小
見

の
笑
顔
.ε
偉
人
の
威
容
ε
の
前

に
は
何
人
も
心
胸
を
開
か
ざ
る

を
得
ざ
る
如
ぐ
、
最
低
級
ご
最
高
級

ξ
は
禾
獲
ε
已
獲

こ
の
差
別
あ
ぢ
も
中
道
た
る
は
同

一
で
あ
り
、
基
調

ε
極

調
ご
の
懸
隔
あ
右
も
絶
対
惟
た
る
に
於
て
は
同
.
一
の
…進
路

の
上

に
立

っ
て
居
る
。
.さ
れ
ご
自
然
が
飛
躍
せ
ざ
る
如

く
道
徳
心
.も
跳
縢
…し
得
な
.い
で
始
終

の

一
路
は
必
し
も
雫
安
、で
な

い
。
.然
ら
ば
何
故
に
最
低
　書
ε
最
高
善
蓬
の
中
.

間
に
於
て
次
低
書
及
び
次
高
善
を
現
す

る
所
の
第

【
一段
及
び
第
三
段

の
二
つ
.の
相
射
界
が
介
在
す
る
.か
。
蓋

し
我

等
が
第

】
段

の
混
沌
未
分
の
状
態
よ
り
追
而回
す

る
際

に
は
先
づ
.箇
鵤
を
養
ひ
之
を
固
む
る
必
要
が
あ
る
。
而
.し
て

物
膿

が
固
ま
る
際

に
は
外
部
よ
り
内
部

へ
ε
固
ま

っ
て
行
く
が
如
く
、
.箇
髄
的
自
我

に
め
b
て
も
柔
軟
な
る
内
部

論

叢

纏
滑
道
巳
経
濟
術
(五
)

第
十
五
巻

(第
二
號

玉
繭
)

二
〇
・[
.
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論

蟻

縄
滑
道
こ
綴
暦
　術
(五
)
.

第
十
五
巻

(第
二
號

五
二
U

二
〇
二

葱
保

護
す

る
爲

の

に
先

き

に
外

部

の
環
境
を
好
頁

な
ら

し

め

ん
ε
す

る
。
此

の
要
求

に
懸
じ
て
道
徳
心

の
内
容

酋
へ

し
で
ば
欲
我
性
及
び
幸
職
親
が
生
じ
.
.之
に
相
懸
す
る
道
徳
心
の
形
式

ご
し
て
は
箇
禮
的
集
中
に
偏
す
る
主
我
性

及
び
願
望
力
が
現
は
れ
て
凍
る
。
斯
の
如
《
に
し
て
外
部
の
固

め
が
出
凍
上
.っ
て
凍
れ
ば
(
孜
ぎ
に
は
内
部
を
固

、

む
る
第
一
.
二
段

に
移

っ
て
行
む
。
此
の
要
求

に
怨
す

る
道
徳
心
の
内
容
は
.純
我
性
及
び
安
立
観
で

あ
る
が
.、
此
内
容

を
充
賞
す
み
に
は
、
..[
鷹
写
先
入
者
淀
る
欲
我
性
及
び
幸
福
槻
を
打
切
る
を
必
要
ざ
し
而
か
も
其
は
甚
だ
難
業
.な

る
が
.故
に
馬
之
を
断
行

せ
し
め
ん
が
爲
.め
に
道
徳
心
の
形
式
ε
し
て
没
我
・性
及
び
示
命
力
が
與

へ
ら

る
、
の
で
あ

る
。
而
し
て
此
の
没
我
性
及
び
示
命
力
は
道
徳
心
の
獲
達
階
段

に
於
て
極
め

て
重
要
な
る
且

つ
微
妙
な
窓
作
用
を

演
ず

る
℃
.帥
、ち
此

の
形
式
は

一
面
に
は
上
述

の
如
く
欲
我
性
及
び
幸
輻
親
を
退
治
し
.っ
Σ
、
他
面
に
は
純
我
を
現

せ
レ
め
安
立
に
導

く
の
で
あ
る
が
、
.更

に
其
の
奥
底

に
於
て
は
没
我
性

に
由

っ
て
箇
禮
我
が
偏
狭
な
る
囹
圄
中
よ

帆
解
放
せ
ら
れ
全
我
性
の
前
庭
に
誘
ひ
行
か
れ
、
示
命
か

に
由

っ
て
小
我
の
白
猿
的
要
求
た
る
願
望
が
弾
厘
さ
れ

つ
、
潮
染
に
大
我
の
自
畿
的
要
求
た

る
畳
働

皇
口回
め
ら
れ
行
く
の
で
め
る
。
尚
又
、
没
我
の
下
に
「巳
が
純
我

を
明

か
し
示
命
の
下
に
自
ら
安
立
を
求
む
る
ε
言
ふ
は

一
見
撞
着
す
る
が
如
く
思
は
る
」
が
、
其
實
は
自
畳
さ
れ
売
る

純
我
は
箇
膿
我

に
し
て
而
か
も
全
艦
我
に
相
即
し
、
又
艘
得
さ
れ
π
る
安
立

は
箇
禮
我
ε
し
て
の
具
な
れ
ご
而
か

も
安
立
す

る
ピ
云
ふ
こ
蓬
は
全
騰
我
さ
箇
禮
我
の
8
閣
係
が
確
定
さ
れ
て
全
盟
我
に
於
け

る

一
定
の
地
位
を
青
む

ε
こ
己
を
意
味
す
る
。
如
上
の
諸
黙
に
於
て
没
我
や
示
命
は
普
通
に
考

へ
ら

る
」
和
ぐ
永
久
的
債
誼
を
有
す

る
も

9



の
で
な
い
が
、
道
徳
心
の
獲
達
上
、
必
ず
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
所
の
極

め
て
意
義
深
き
嚴
霜
な
る
階
段

で
あ

る
我
等
は
其
の
洗
禮
を
受
け
π
る
後
始
め
て
最
後
の
究
竟
階
段

に
上
ぼ
り
得

る
資
格
を
與

へ
ら
る
Σ
の
で
あ
る
。

我
等
の
蓮
徳
心
は
如
上
の
理
由
に
て
獲
達

し
行
く
も
の
な
れ
ば
、
孰
れ
の
階
段
ξ
錐
も
凡
て
善
で
あ

っ
て
反
債

値

ご
し
て
の
悪
ξ
見

る
こ
ε
は
出
來
な
い
。
文
責
際
に
於
て
低
き
階
段
に
居

る
者
は
よ
り
高
き
階
段

に
於
け
る
道

徳
心
を
充
分
に
了
解
.す
る
こ
ξ
能
は
す
、
從

っ
て
其
を
愚
な
め
ε
挽
割
す

る
力
も
有
し
な

い
。
例

へ
ば
主
我
、
欲
我
、

願
望
.幸
輻
の
、階
段
に
居
る
者
は
没
我
、
純
我
、
示
命
、
安
立
の
我
性
及
び
意
志
に
射
し
て
其
筈

の
實
在
天
は
威
力

を
疑

ふ
も
敢

て
悪
な
り
ε
噺
足
す
る
勇
魚
な
き
が
如
き
で
あ
る
。
さ
れ
ご
之
ご
異
り
、
己
に
高
き
階
段

に
.居
る
者

は
自
ら
善
な
し
ε
許
レ
、
.叉
よ
b
低
き
階
段

に
於
け
る
道
徳
心
を
了
解
し
得
て
之
を
愚
な
め
ε
批
制
す

る
傾
向
が

.

あ
る
コ
之
れ
こ
て
も
自
ら
立
て
る
高
き
階
段
が
何
庭
よ
ぴ
如
何
に
し
て
來
れ
る

か
に
思
ひ
及
ぶ
ご
き
は
馬
下
級
の

悪
.も
反
償
値

の
悪
で
な
く
輩
に
自
ら
許

せ
る
善

に
比
し
て
缺
乏
サ
る
善

に
泄

ぎ

な
.
い
.こ
.孟

を

悟
る
の
で
あ
ら

ふ
。
、殊

に
第
二
段

ξ
第
三
段
ご
は
全
く
反
蚤
の
方
向
を
執

る
が
如
く
考

へ
ら

る
.、
が
放
馬
、
前
者

は
後
者
を
空
想

己
な
し
奴
隷
道
徳

ご
呼
び
、
後
者
は
前
者
を
世

に
も
淺
ま
し
き
迷
妄
邪
悪
の
や
う
に
批
難
す
る
傾
.向
が
あ
る
。
さ

れ
ご
此
の
.二
者
は
決
し
て
永
久
に
左
右
に
別
れ
行
(
両
端
で
な
く
」
孰
れ
も
必
然
に
辿

び
行
く

べ
き
前
後
の
道
程

で
あ
っ
て
、
唯
だ
其
の
踏
む
所

の
国
土
に
開
化
の
階
段
の
差
あ

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
・あ
る
、
.、
.

「

論

叢

、郷
滑
道
ε
経
済
術

(五
)

.

、第
+
五
巻

.(第
二
號

五
三
)

二
〇
三
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「

論

叢

縄
済
遣
ざ
縄
療
術
(五
)

第
十
五
巻

(第
二
號

五
四
)

二
〇
四

.

之
を
要
す

る
に
道
徳
的
制
定
を
憂
く
る
我
性
及
び
意
志
は
四

つ
の
階
段
を
踏
ん
で
漸
次
に
獲
達
し
、
其
各
階
段

は
順
次
に
、
よ
り
高
き
書
債
値

の
實
現
ε
見
ら
れ
y
最
終
階
段
に
至
り
て
始
め
て
完
全
無
缺
の
善
こ
な
る
。
比
較

上
低
き
階
段
は
根
本
的
に
は
悪
で
な
く
輩
に
善
の
缺
乏
に
過
ぎ
な

い
。
但
し
我
等
が
酔
生
夢
死
し
て
高
き
階
段
に

ヘ

へ

も

も

上
ぼ

る
こ
ε
を
懈
怠
し
、
甚
し

き

は
懈
怠
を
過
ぎ
て
現
に
立
て
る
階
段

よ

b

一
層
低
き
所
に
堕
落

し
、
或
は
高

あ

う

き
所
あ
る
を
知
ら
す
低

き
に
居
b
て
己
に
至
れ
る
も
の
ε
迷
信
し
、
甚
し
き
は
迷
信
を
過
ぎ
て
低
き
所

に
居
り
な

へ

も

が
ら
高
き
も
の
を
曲
解
し
て
之
を
誹
謗

し
、
從

っ
て
我
等
が
成

る
善
儂
値
の
階
段

に
立

っ
て
行
動
す

る
こ
ご
を
要

オ

ノ

求

せ
ら

れ
居

る
に
拘
ら
す
其
以
.下

の
階
段

に
至

っ
て
行

動
す

る
な
ら

ば
、
其

は
自

つ
か
ら
な

る
書
債
値

の
缺

乏

で

な
く

、
殊
更
.に
自

身
に
善
儂
値

の
缺
乏
を

確
認
す

る
こ

ご

Σ
な
り
,
・其
だ
け
道
徳

上
の
重

い
責
任
を
負

は
な
け
れ

ば
な
ら

戯
。

〔未
完

)
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